人員基準チェックリスト（併設型小規模介護医療院）
事業所名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	職種
	基準（空欄に必要事項を記入し、各項目の該当する「□」又は「○」にレ点を付すこと。）

	入所者数

（前年度の平均値）
	【Ⅰ型療養床】

前年度の入所者延数

前年度の日数

Ⅰ型入所者数

人・日

÷

日

＝

人

(小数点第2位以下切上)

【Ⅱ型療養床】

前年度の入所者延数

前年度の日数

Ⅱ型入所者数

人・日

÷

日

＝

人

(小数点第2位以下切上)

【Ⅰ型療養床】+【Ⅱ型療養床】

Ⅰ型入所者数

Ⅱ型入所者数
入所者数

人・日

÷

日

＝

人

(小数点第2位以下切上)

※指定短期入所療養介護事業所を併設している場合にあっては、当該事業所の利用者延数を含む。

	従業者
	医師
	□　常勤換算方法で、Ⅰ型療養床の利用者（以下「Ⅰ型入所者」という。）の数を48で除した数にⅡ型療養床の入所者（以下「Ⅱ型入所者」という。）の数を100で除して得た数以上配置している。

○ ３以上配置している。
○ ３以上配置していない場合、次のいずれかに該当する。
　□ Ⅱ型療養床のみを有する介護医療院であって、介護医療院に宿直を置かない場
合であって、入所者の数を100で除した数以上配置している。
　□ 医療機関併設型介護医療院である。
○ 複数の医師が勤務する形態において、医師のうち１人は、入所者全員の病状等を把握し施設療養全体の管理に責任を持つ者である。
○ 兼務の医師については、日々の勤務体制を明確に定めている。
○ 宿直する医師を配置している。
○ 宿直する医師を配置していない場合、次のいずれかに該当する場合であって、入
所者に対するサービスの提供に支障がない。
□　Ⅱ型療養床のみを有する介護医療院である。
□　医療機関併設型介護医療院であり同一敷地内又は隣接する敷地にある病院又
　　は診療所との連携が確保されており、当該介護医療院の入所者の病状が急変し
　　た場合に当該病院又は診療所の医師が速やかに診療を行う体制が確保されて
　　いる。
□　医療法施行規則第９条の15の２に定める場合と同様に、介護医療院の入所者の病状が急変した場合においても当該介護医療院の医師が速やかに診察を行う体制が確保されているものとして市長に認めてられている。
〈必要数〉
【Ⅰ型療養床】
入所者数

必要数

人

÷

48

＝

人

【Ⅱ型療養床】

入所者数

必要数

人

÷

100
＝

人

【Ⅰ型療養床】+【Ⅱ型療養床】

必要数（Ⅰ型）
必要数（Ⅱ型）
必要数（Ⅰ型）+（Ⅱ型）

　　　　人

＋

人

＝




	職種
	基準（空欄に必要事項を記入し、各項目の該当する「□」又は「○」にレ点を付すこと。）

	従業者
	医師
	〈配置員数〉（　　月）

常勤※の従業者数

(Ａ)

人

非常勤の従業者の

勤務延時間数

常勤の従業者が

勤務すべき時間数

常勤換算

(Ｂ)

常勤換算後の員数

(Ａ)＋(Ｂ)

時間

÷

時間

＝

人

人

(小数点第2位以下切捨)

※常勤：当該施設における勤務時間が、当該施設において定められている常勤の従業者が勤務すべき時間数に達していることをいう。

	
	
	□　医師を配置していない。

○　併設される医療機関により当該併設小規模介護医療院の入所者の処遇が適
　　切に行われている。

	
	薬剤師
	□ Ⅰ型入所者数を150で除した数に、Ⅱ型入所者数を300で除した数を加えて得た
数以上を配置している。
〈必要数〉

【Ⅰ型療養床】

入所者数
必要数

人

÷

150

＝

人

【Ⅱ型療養床】

入所者数

必要数

人

÷

300

＝

人

【Ⅰ型療養床】+【Ⅱ型療養床】

必要数（Ⅰ型）
必要数（Ⅱ型）
必要数（Ⅰ型）+（Ⅱ型）

　　　　人

＋

人

＝



	
	
	□　薬剤師を配置していない。

○　併設される医療機関の職員（病院の場合にあっては、医師又は薬剤師。診
療所にあっては、医師。）により当該併設小規模介護医療院の入所者の処遇
が適切に行われている。

	
	看護職員

	□ 看護職員（看護師又は准看護師）を、常勤換算方法で、入所者の数を６で除した数以上配置している。

〈必要数〉

入所者数

必要数

人

÷

６

＝

人

)

〈配置員数〉（　　月）

常勤の従業者数

(Ａ)

人

非常勤の従業者の

勤務延時間数

常勤の従業者が

勤務すべき時間数

常勤換算

(Ｂ)

常勤換算後の員数

(Ａ)＋(Ｂ)

時間

÷

時間

＝

人

人

(小数点第2位以下切捨)




	職種
	基準（空欄に必要事項を記入し、各項目の該当する「□」又は「○」にレ点を付すこと。）

	従業者
	介護職員
	□　常勤換算方法で、当該併設型小規模介護医療院の入所者の数を６で除した数以
上配置している。
　 ※介護職員の数を算出するに当たっては、看護職員を介護職員とみなして差し支えないが、当該看護職員については、人員の算出上、看護職員としては数えられない。
〈必要数〉

入所者数

必要数

人

÷

６
＝

人

〈配置員数〉（　　　月）

常勤の従業者数

(Ｃ)

人

非常勤の従業者の

勤務延時間数

常勤の従業者が

勤務すべき時間数

常勤換算

(Ｄ)

常勤換算後の員数

(Ｃ)＋(Ｄ)

時間

÷

時間

＝

人

人

(小数点第2位以下切捨)

※介護職員の数を算出するに当たっては、看護職員を介護職員とみなして差し支えないが、当該看護職員については、人員の算出上、看護職員としては数えられない。

	
	理学療法士、

作業療法士又は言語聴覚士
	□ 当該施設の設置形態等の実情に応じた適当数配置している。

	
	
	□　理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士を配置していない。

○　併設される医療機関の職員（病院の場合にあっては、医師又は理学療法士
等。診療所にあっては、医師。）により当該併設小規模介護医療院の入所者
の処遇が適切に行われている。

	
	栄養士
	○　１以上配置している。（入所定員が100人以上の介護医療院の場合）

○　配置していない場合、入所定員が100人未満の施設である。

※100人未満の施設においても常勤職員の配置に努めること。

○　専従である。
○　専従でない場合、同一敷地内にある病院等の栄養士がいることにより、栄養指
導等の業務に支障がない。

	
	
	□　栄養士を配置していない。

○　併設医療機関に配置されている栄養士によるサービス提供が、当該併設小
規模介護医療院の入所者に適切に行われている。

	
	介護支援専門員
	□　当該施設の設置形態等の実情に応じた適当数配置している。

	
	診療放射線技師
	□　当該施設の設置形態等の実情に応じた適当数配置している。

※併設施設との兼務により適正なサービスを確保できる場合にあっては、配置しない場合があっ
ても差し支えない。

	
	調理員、事務員その他従業者
	□　当該施設の設置形態等の実情に応じた適当数配置している。
※併設施設との兼務により適正なサービスを確保できる場合にあっては、配置しない場合があっ
ても差し支えない。


	職種
	基準（空欄に必要事項を記入し、各項目の該当する「□」又は「○」にレ点を付すこと。）

	管理者
	□ 市長の承認を受けている。

□ 常勤である。

○ 専従である。

○ 専従でない場合、次の要件を満たしている。

□ 当該施設の管理上支障がない。

□ 兼務する職務が次のいずれかの場合である。

○ 当該施設の他の職務

○ 同一敷地内にある他の事業所、施設等の職務

○ 当該施設のサテライト型小規模介護老人保健施設、サテライト型特定施
設又はサテライト型居住施設の職務

※管理すべき事業所数が過剰である場合や、併設する入所施設において、入所者に対してサービス
を行う看護・介護職員と兼務する場合などは、管理業務に支障があると考えられる。

［兼務する職務］

事業所名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

兼務する職務：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※介護サービス事業以外の職務についても記載すること。


